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第１回

山 鳥 坂 ダ ム
環境検討委員会

平成16年12月13日

国土交通省四国地方整備局
山鳥坂ダム工事事務所
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「山鳥坂ダム環境検討委員会は、事務所長からの要請により原則「山鳥坂ダム環境検討委員会は、事務所長からの要請により原則

として以下の事項について、環境面からの技術的な助言を行うもとして以下の事項について、環境面からの技術的な助言を行うも

のとする。」のとする。」

ア．環境面から考慮すべき項目の検討ア．環境面から考慮すべき項目の検討

イ．調査の手法イ．調査の手法

ウ．予測の手法ウ．予測の手法

エ．評価の手法エ．評価の手法

1.11.1 山鳥坂ダム環境検討委員会について山鳥坂ダム環境検討委員会について
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1.21.2 山鳥坂ダムの山鳥坂ダムの建設建設についてについて

山鳥坂ダムの建設にあたっては、肱川水系河川整備計画

の策定において多くの住民から頂いた意見を反映して、

できるだけ環境に配慮し、必要に応じて適切な対策を講

じ、環境の保全に努めていくこととしました。
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調査・予測・評価の調査・予測・評価の
実施結果の資料実施結果の資料
（案）の作成（案）の作成

1.31.3 環境検討委員会の流れ環境検討委員会の流れ
項目及び手法の検討項目及び手法の検討

調査の実施調査の実施

調査・予測・評価の調査・予測・評価の
実施結果実施結果の資料の資料
の作成の作成

●環境面から考慮すべき項目の検討●環境面から考慮すべき項目の検討
●調査・予測・評価の手法の検討●調査・予測・評価の手法の検討

●調査、予測、評価の内容の検討●調査、予測、評価の内容の検討
●環境保全措置の内容の検討●環境保全措置の内容の検討

●調査、予測、評価の内容の再検討●調査、予測、評価の内容の再検討
●環境保全措置の内容の再検討●環境保全措置の内容の再検討

環境検討委員会環境検討委員会

環境検討委員会環境検討委員会

環境検討委員会環境検討委員会



5

事業特性に関する情報の把握

1. 1. 事業の目的事業の目的
2. 2. 事業の内容事業の内容
・事業の規模及び工事計画の概要・事業の規模及び工事計画の概要 等等

地域特性に関する情報の把握

1. 1. 自然的状況自然的状況
・大気環境、水環境、自然環境・大気環境、水環境、自然環境 等等
2. 2. 社会的状況社会的状況
・人口、産業、土地利用・人口、産業、土地利用、法的規制、法的規制 等等

影響要因の設定 環境要素の設定

環境面から考慮すべき項目の検討

「影響要因」と「環境要素」の組み合わせにより、環境面から考慮すべき項目を検討

調査の手法、予測の手法、評価の手法の検討

2.2. 項目及び手法の検討の項目及び手法の検討の流れ流れ
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３．事業の目的及び内容３．事業の目的及び内容
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（１）洪水調節

肱川沿川地域の治水安全度の向上を図る。

（２）流水の正常な機能の維持

肱川の流水の正常な機能の維持を図る。

33..11 事業の目的事業の目的
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肱川流域
1,210km2

山鳥坂ダム

ダム集水域
64.7km2

3.23.2 事業の内容事業の内容(1/5)(1/5)
事業実施区域の位置事業実施区域の位置
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：ダム堤体

：貯水予定区域

：事業実施区域

：原石山予定地

：建設発生土処理場予定地

：施工設備予定地

：転流工予定

：付替県道予定ルート

：その他の道路予定ルート

凡 例

3.23.2 事業の内容事業の内容(2/5)(2/5)
事業実施区域の位置事業実施区域の位置
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貯水面積：76ヘクタール
集水面積：64.7km2

洪水調節容量 1,400万m3

河川環境容量 920万m3

堆砂容量 170万m3

ダム天端 ＥＬ161.0ｍ

堤高
約103ｍ

総貯留量
2,490万m3

基礎地盤

▽サーチャージ水位

▽常時満水位

3.23.2 事業の内容事業の内容(3/5)(3/5)
事業の規模、総貯留量及びダム堤体の規模事業の規模、総貯留量及びダム堤体の規模
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3.23.2 事業の内容事業の内容(4/5)(4/5)
事業の工事計画の概要事業の工事計画の概要((そのその1)1)

開

始

転

流

ト
ン
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工

転

流

ト
ン
ネ

工

（
仮

排

水

ル

）

（
仮

排

水

ル

）

試

験

湛

水

試

験

湛

水

完

成

完

成

ダムの堤体の工事ダムの堤体の工事

道路の付替の工事道路の付替の工事

工事用道路工事用道路
の設置の工事の設置の工事

建設発生土の処理の工事建設発生土の処理の工事

原石の採取の工事原石の採取の工事

施工設備の設置の工事施工設備の設置の工事

基礎処理工基礎処理工

堤体打設堤体打設

放流設備工放流設備工

堤
体
基
礎
掘
削
工

堤
体
基
礎
掘
削
工

管
理
用
設
備
工

管
理
用
設
備
工
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：ダム堤体

：貯水予定区域

：原石山予定地

：建設発生土処理場予定地

：施工設備予定地

：転流工予定

：付替県道予定ルート

：その他の道路予定ルート

凡 例

3.23.2 事業の内容事業の内容(5/5)(5/5)
事業の工事計画の概要（その事業の工事計画の概要（その22））
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４４．．事業実施区域及びその周囲の事業実施区域及びその周囲の
概況概況
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4.14.1 地域の自然的状況地域の自然的状況

（１）気象、大気質、騒音、振動その他の大気に係る環境

の状況

（２）水象、水質、水底その他の水に係る環境の状況

（３）土壌及び地盤の状況

（４）地形及び地質の状況

（５）動植物の生息又は生育、植生及び生態系の状況

（６）景観、人と自然との触れ合いの活動の状況
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平成元年度～平成14年度水 質

地 形 ・ 地 質
平成15年度まで

土壌及び地盤の状
況

平成元年～平成15年水 象

平成15年度

平成15年度

平成元年～平成15年

期間等

振 動

騒 音

大 気 質

気 象

把握すべき情報

地域特性地域特性((自然的状況）の把握の方法自然的状況）の把握の方法（（1/21/2））
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平成15年度まで
景観及び人と自然
との触れ合いの活
動 の 状 況

平成15年度まで植 物

平成15年度まで動 物

期間等把握すべき情報

地域特性地域特性((自然的状況）の把握の方法自然的状況）の把握の方法（（2/22/2））
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山鳥坂ダム

肱川

河辺
川

小田川合流点

肱川流域

自然的状況の
調査範囲

自然的状況の調査範囲の設定自然的状況の調査範囲の設定
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植生の状況植生の状況【【地域特性（自然的状況）の一例地域特性（自然的状況）の一例】】

山鳥坂ダム
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山鳥坂ダム

肱川

河辺
川

小田川合流点

肱川流域

水環境に係る
自然的状況の
調査範囲

水環境に係る自然的状況の調査範囲の設定水環境に係る自然的状況の調査範囲の設定
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道野尾橋道野尾橋 河辺橋
河辺橋

出合橋出合橋

明間明間
野村ダムサイト野村ダムサイト

天神橋天神橋

荷刺橋荷刺橋

魚成橋魚成橋

植松堰上流植松堰上流

嵯峨堰下流嵯峨堰下流
植松堰植松堰

京造堰京造堰

鹿野川ダム中央鹿野川ダム中央

本川合流前本川合流前

鹿野川ダム直下鹿野川ダム直下
山鳥坂ダム

鹿野川ダム堰堤鹿野川ダム堰堤

凡 例

：水質調査地点

水質調査地点水質調査地点
【【地域特性（水環境に係る自然的状況）の一例地域特性（水環境に係る自然的状況）の一例】】
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4.24.2 地域の社会的状況地域の社会的状況

（１）（１）人口及び産業の状況人口及び産業の状況

（２）（２）土地利用の状況土地利用の状況

（３）（３）河川、湖沼の利用及び地下水の利用の状況河川、湖沼の利用及び地下水の利用の状況

（４）（４）交通の状況交通の状況

（５）（５）学校、病院その他の環境の保全についての配慮が特に必要な学校、病院その他の環境の保全についての配慮が特に必要な

施設の配置の状況及び住宅の配置の概況施設の配置の状況及び住宅の配置の概況

（６）（６）下水道の整備の状況下水道の整備の状況

（７）（７）環境の保全を目的として法令等により指定された地域その他環境の保全を目的として法令等により指定された地域その他

の対象及び当該対象に係る規制の内容その他の状況の対象及び当該対象に係る規制の内容その他の状況

（８）（８）その他の事項その他の事項
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環境の保全を目的として法令等により指
定された地域その他の対象及び当該対
象に係る規制の内容その他の状況

入手可能な最新
の文献

下 水 道 の 整 備 の 状 況

学校、病院その他の環境の保全につい
ての配慮が特に必要な施設の配置の状
況 及 び 住 宅 の 配 置 の 状 況

期間等

交 通 の 状 況

河川、湖沼及び地下水の利用の状況

土 地 利 用 の 状 況

人 口 及 び 産 業 の 状 況

把握すべき情報

地域特性地域特性((社会的状況）の把握の方法社会的状況）の把握の方法
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地域の社会的状況の調査範囲地域の社会的状況の調査範囲

山鳥坂ダム

肱川西予市宇和町

西予市野村町

西予市城川町

肱川町

河辺村大洲市

河辺
川
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自然公園の指定状況自然公園の指定状況
【【地域特性（社会的状況）の一例地域特性（社会的状況）の一例】】

小屋山県自然小屋山県自然
環境保全地域環境保全地域

肱川県立自然公園肱川県立自然公園

山鳥坂ダム

凡 例

：自然環境保全地域

：県立自然公園

：第1種特別地域

：第1種特別地域

：第3種特別地域施設

：普通地域

四国カルスト四国カルスト
県立自然公園県立自然公園
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地域の水環境に係る社会的状況の調査範囲地域の水環境に係る社会的状況の調査範囲

山鳥坂ダム

肱川西予市宇和町

西予市野村町

西予市城川町

肱川町

河辺村大洲市

河辺
川
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下水道の整備の状況下水道の整備の状況
【【地域特性（水環境に係る社会的状況）の一例地域特性（水環境に係る社会的状況）の一例】】

山鳥坂ダム
肱川

西予市
宇和町

西予市野村町

西予市城川町

肱川町

河辺村

大洲市

河辺
川

凡 例

：下水道処理区域（認可計画）
：下水道処理区域（全体計画）
▲ ：公共下水処理施設
● ：し尿処理施設
■ ：農業集落排水処理施設
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５．環境面から考慮すべき項目の選定５．環境面から考慮すべき項目の選定
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5.15.1 山鳥坂ダムの影響要因の設定山鳥坂ダムの影響要因の設定

ダムの堤体の存在

土地又は工
作物の存在
及び供用

道路の付替の工事

ダムの供用及び貯水池の存在

道路の存在

建設発生土処理場の跡地の存在

原石山の跡地の存在

建設発生土の処理の工事

施工設備及び工事用道路の設置の工事

原石の採取の工事

ダムの堤体の工事

山鳥坂ダム建設事業において
設定された影響要因

工事の

実 施

影響の
時 期



29

5.25.2 山鳥坂ダムの環境要素の設定山鳥坂ダムの環境要素の設定
環境要素

溶存酸素量

重要な種及び群落植 物

建設工事に伴う副産物廃棄物等

主要な人と自然との触れ合いの活動の場人と自然との触れ合いの活動の場

地域を特徴づける生態系生態系

地形及び地質
土壌に係る環境
その他の環境

重要な地形及び地質

富栄養化

水温

景 観

動 物

水環境

大気環境

水質

振動

騒音

大気質

主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望
景観

重要な種及び注目すべき生息地

水素イオン濃度

土砂による水の濁り

振動

騒音

粉じん等
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5.35.3 環境面から考慮すべき項目の選定環境面から考慮すべき項目の選定(1/2)(1/2)

○

貯

水
池

の

存
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○

○

ダ
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の
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工

事
用

道

路
設

置
の

工

事

重要な地形及び地質
地形及び
地質

土壌に係る
環境その環境

道

路
の

付

替
の

工
事

建

設
発

生

土
の

処
理

の

工
事

施

工
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備

及
び

原

石
の
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取
の

工
事

影響要因の区分

環境要素の区分

○粉じん等大気質

大気環境

溶存酸素量

富栄養化

水温

水環境 水質

振動

騒音

水素イオン濃度

土砂による水の濁り

振動

騒音

工事の実施

ダ

ム
の

堤

体
の

存
在

土地又は工作物の
存在及び供用

○

○

○

○

ダ

ム
の

堤

体
の

工
事
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○建設工事に伴う副産物廃棄物等

○○
主要な人と自然との
触れ合いの活動の場

人と自然との触合
いの活動の場

○
主要な眺望点及び景観資源
並びに主要な眺望景観

景 観

生態系

植 物

貯
水

池
の

存

在

ダ
ム

の
供

用

及
び

道
路

の
存

在

跡
地

の
存

在

建
設

発
生

土

処
理

場
の

原
石

山
の

跡

地
の

存
在

工
事

用
道

路

設
置

の
工

事

道
路

の
付

替

の
工

事

建
設

発
生

土

の
処

理
の

工

事

施
工

設
備

及

び

原
石

の
採

取

の
工

事

影響要因の区分

環境要素の区分

○○
重要な種及び注目すべき生
息地

動 物

地域を特徴づける生態系

重要な種及び群落

工事の実施

○

○

ダ
ム

の
堤

体

の
存

在

土地又は工作物の
存在及び供用

○

○

ダ
ム

の
堤

体

の
工

事

5.35.3 環境面から考慮すべき項目の選定環境面から考慮すべき項目の選定(2/2)(2/2)


